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実践の手引き

インボイス制度インボイス制度
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ついに始まったインボイス制度。
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売上拡大へのヒント

特集2 売上拡大へのヒント

公益財団法人日本生産性本部　
コンサルティング部　主席経営コンサルタント 
株式会社ナイキジャパンにて直営店ビジネスの構
築や全国店舗展開業務を経て、現職。
経営革新、顧客満足度向上、社員満足度向上、
業績向上の同時実現を軸に、大企業からベン
チャー企業まで、多くの企業の経営指導・支援に
当たる。
著者『企業経営の理論と実践』（学文社・共著）

加瀬	元日（かせ・もとひ）

物価の上昇、国の賃上げ促進といった状況において、
中小企業は今、売上拡大を目指すタイミングです。

売上拡大をする必要性や、そもそも売上拡大とは
どういうことなのかという基本と、客単価を上げる方法について解説します。

具体的な進め方がわからない中小企業経営者の皆さまへの、ヒントとなればと思います。
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売上拡大へのヒント

自
社
を
見
つ
め
直
し

売
上
拡
大
の
戦
略
を
立
て
よ
う

コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
を
見
せ
、
現
在
は

多
く
の
業
界
で
構
造
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
外
国
人
観
光
客
の
増
加
や
サ
ー
ビ
ス
需

要
拡
大
な
ど
の
プ
ラ
ス
面
が
あ
る
一
方
で
、

為
替
変
動
や
国
際
環
境
要
因
に
根
ざ
す
物

価
高
、
国
を
あ
げ
て
の
賃
上
げ
促
進
や
労
働

力
不
足
な
ど
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
環
境
の
変
化
は
、
企
業
に
チ
ャ
ン
ス

と
リ
ス
ク
を
も
た
ら
し
ま
す
。
例
え
ば
、
下

請
け
企
業
に
お
い
て
は
国
を
あ
げ
て
価
格
改

定
を
支
援
し
て
い
る
今
こ
そ
が
商
品
単
価
ア
ッ

プ
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
小
売
・
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
も
各
社
が
値
上
げ
を
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
顧
客
の
理
解
を
得
や
す
い
タ
イ
ミ
ン

グ
で
す
。

た
だ
し
、
む
や
み
な
商
品
単
価
ア
ッ
プ
は

客
離
れ
に
よ
る
売
上
・
収
益
性
悪
化
な
ど
の

リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す
。
時
機
を
捉
え
て
実
を

伴
う
施
策
を
打
ち
ま
し
ょ
う
。

本
特
集
で
は
、
既
存
事
業
の
売
上
拡
大
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
企
業
が
成
長
・
発
展

し
て
い
く
に
は
、
既
存
事
業
の
深
掘
り（
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
）が
必
要
で
す
。
営
業
的
な
駆
け

引
き
や
顧
客
と
の
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な

や
り
取
り
で
一
時
的
な
売
上
を
目
指
し
た
り
、

成
功
に
時
間
が
か
か
る
新
規
事
業
開
発
に
す

ぐ
に
取
り
掛
か
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
売
上
が
立
っ

て
い
る
の
か
を
し
っ
か
り
理
解
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
ま
す
。
そ
し
て
自
社
の
弱
み
と
強
み

が
わ
か
っ
た
う
え
で
、
既
存
事
業
の
強
化
と

売
上
拡
大
へ
の
一
歩
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

そ
も
そ
も
売
上
は

ど
う
し
た
ら
拡
大
で
き
る
の
か
？

売
上
を
拡
大
す
る
に
は
、
客
数
か
客
単
価
、

あ
る
い
は
そ
の
両
方
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
商
品（
サ
ー
ビ

ス
）開
発
や
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
充
実
さ
せ

て
、
価
格
や
販
売
チ
ャ
ネ
ル（
店
舗
）、
販
売

促
進
を
顧
客
に
と
っ
て
効
果
的
で
魅
力
あ
る

も
の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
1
人

1
人
の
顧
客
に
購
入
し
て
い
た
だ
い
た
積
み

重
ね
の
結
果
が
企
業
の
売
上
で
あ
り
、
売
上

を
決
め
る
の
は
自
社
で
は
な
く
顧
客
で
す
。

顧
客
に
と
っ
て
の
価
値
を
探
求
・
向
上
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
、
売
上
拡
大
の
基
本
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
留
意
し
た
う
え
で
、

売
上
方
程
式
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
図

1
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
場
合
の
売
上
方

程
式
で
す
が
、
他
の
業
界
で
も
ほ
ぼ
同
じ
考

え
方
と
な
り
ま
す
。

ま
ず「
年
間
売
上
」と
は「
期
中
の
べ
購
入

客
数
×
購
入
1
回
当
た
り
の
平
均
客
単
価
」

で
す
。
1
年
間
の
売
上
を
増
加
さ
せ
る
に
は
、

の
べ
購
入
客
数（
小
売
店
で
あ
れ
ば
レ
ジ
客

数
）と
、
購
入
１
回
当
た
り
の
平
均
客
単
価

を
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
に「
期
中
の
べ
購
入
客
数
」と
は「
利
用

客
数
×
期
中
平
均
購
入
回
数
」で
す
。
期
中

の
べ
購
入
客
数
を
増
や
す
に
は
、
利
用
客
数

と
平
均
購
入
回
数
を
増
加
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た「
購
入
1
回
当
た
り
の
平

均
客
単
価
＝
平
均
買
上
商
品
単
価
×
購
入

1
回
当
た
り
の
平
均
買
上
点
数
」で
す
の
で
、

購
入
１
回
当
た
り
の
平
均
客
単
価
を
増
や
す

に
は
、
平
均
買
上
商
品
単
価（
顧
客
が
買
っ

た
商
品
の
単
価
の
平
均
値
）と
購
入
1
回
当

た
り
の
平
均
買
上
点
数（
顧
客
が
買
っ
た
商

品
点
数
の
平
均
値
）を
上
げ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
方
程
式
で
分
解
し
て
い
く
こ

と
で
、
自
社
の
弱
い
点
や
今
後
強
化
す
べ
き

点
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
売
上
方
程
式
は

す
べ
て
掛
け
算
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
ど
れ

か
１
つ
の
数
値
が
上
が
る
だ
け
で
も
売
上
が

上
が
り
ま
す
。
複
数
の
数
値
が
同
時
に
上
が

れ
ば
、
売
上
は
相
乗
的
に
増
加
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
数
値
を
上
げ
る
た
め
に
、
数
値

と
具
体
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
を
紐
づ
け

て
考
え
ま
し
ょ
う
。
売
上
ア
ッ
プ
の
実
現
性

が
増
す
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
効
果
が

ど
の
程
度
あ
る
の
か
と
い
う
検
証
を
、
売
上

方
程
式
の
各
指
標
と
絡
め
て
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

顧
客
価
値
向
上
と

客
単
価
ア
ッ
プ

今
回
は
、
売
上
方
程
式
の
中
で
も「
客
単

価（
購
入
1
回
当
た
り
の
平
均
客
単
価
）」、

特
に「
商
品
単
価（
平
均
買
上
商
品
単
価
）」

を
ど
う
や
っ
て
上
げ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
中

心
に
、
掘
り
下
げ
て
考
え
て
み
ま
す
。

客
単
価
ア
ッ
プ
、
商
品
単
価
ア
ッ
プ
の
基

本
は
、「
顧
客
価
値（
顧
客
満
足
度
）の
向
上
」

で
す
。
顧
客
は
、
自
分
に
と
っ
て
価
値
の
あ

る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ
ば
、
高
い
お
金

を
払
っ
て
よ
い
と
考
え
ま
す
し
、
価
値
が
低

け
れ
ば
安
く
済
ま
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
顧
客
に
と
っ
て
の
価
値
と
は

何
な
の
か
。
こ
こ
で
は
小
売
業
の
ケ
ー
ス
を

中
心
に
、
私
が
提
唱
し
て
い
る
顧
客
価
値

の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク（
顧
客
価
値
モ
デ
ル
）を

ベ
ー
ス
に
解
説
し
ま
す（
図
2
）。
他
の
業

界
で
も「
店
舗
利
用
体
験
価
値
」な
ど
一
部

の
要
素
を
置
き
換
え
れ
ば
同
じ
よ
う
に
活

用
で
き
る
の
で
、
自
分
事
と
し
て
見
て
み
て

く
だ
さ
い
。

最
初
に
注
目
す
べ
き
は
、「
1
基
本
的
価

値
」で
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
業
界
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
行
う
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
要
素
を
抽
出

し
た
も
の
で
す
。

構
成
要
素
と
し
て
は
1
‐
1
商
品（
有
料

サ
ー
ビ
ス
）価
値
、
1
‐
2
店
舗
利
用
体
験

価
値
、
1
‐
3
コ
ス
ト
で
す
。

年
間
売
上

新規来店促進キャンペーンの実施

既存顧客の会員化施策の強化

その他

顧客の利用促進施策の強化

イベントによる需要創出

その他

高額商品の充実

ストアブランド力の向上

その他

クロスマーチャンダイジング強化

顧客導線を長くする

その他

利用客数
（新規客・既存客）

期中
のべ購入客数

購入１回あたりの
平均客単価

購入１回あたり
の平均買上点数

平均買上
商品単価

期中平均
購入回数

[1]
基本的価値

顧
客
価
値
（
顧
客
満
足
要
因
）

商品・サービスの品質・
魅力・ニーズへの適合

商品・サービスの品揃え

商品陳列・レイアウト

接客応対

店の雰囲気・居心地

情報提供

料金

時間的・精神的負荷

[2]
ブランド価値

ブランドへの信頼性

ブランドイメージ

ブランドへの好感・共感

[3]
新規性価値

目新しさ

好奇心

流行

[4]
継続利用価値

会員特典

なじみ

アフターサービス

[1-1]

商品価値

[1-2]
店舗利用
体験価値

[1-3]

コスト

図1	売上方程式		既存店における年間売上向上方程式（スーパーマーケットでの例）

図2	顧客価値のフレームワーク
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売上拡大へのヒント

商
品（
有
料
サ
ー
ビ
ス
）価
値

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
の
価
値
の
こ
と

で
す
。
品
質
や
機
能
、
形
態
、
デ
ザ
イ
ン
、
耐

久
性
、
納
期
、
商
品（
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
）の

品
揃
え
・
選
択
肢
な
ど
か
ら
な
り
ま
す
。
消
費

者
が
商
品
を
買
う
際
の
主
目
的
で
あ
り
、
直
接

的
な
消
費
価
値
・
利
用
価
値
を
生
み
出
し
ま
す
。

店
舗
利
用
体
験
価
値

商
品
の
陳
列
・
選
び
や
す
さ
や
、
ス
タ
ッ

フ
の
接
客
応
対
、
店
の
雰
囲
気
・
居
心
地
、

商
品
や
店
舗
利
用
に
有
益
な
情
報
の
入
手
な

ど
に
関
す
る
価
値
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
は

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
に
も
影
響
を
与
え
る

ほ
か
、
時
間
消
費
と
い
う
点
で
も
顧
客
に
付

加
価
値
を
も
た
ら
し
ま
す
。
店
舗
利
用
体
験

価
値
は
、
不
十
分
な
情
報
し
か
持
た
な
い
顧

客
の
購
買
意
思
決
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
す
。
ま
た
店
内
時
間
消
費
に
も
、
経
済
合

理
性
・
情
緒
性
の
両
面
か
ら
影
響
を
与
え
ま
す
。

コ
ス
ト

（
料
金
＋
時
間
的
・
精
神
的
コ
ス
ト
）

料
金
の
ほ
か
に
、
時
間
的
・
精
神
的
コ
ス

ト
も
含
み
ま
す
。
料
金
と
は
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
支
払
い
の
ほ
か
に
も
、
店
舗

に
行
く
た
め
の
交
通
費
や
燃
料
代
、
駐
車
場

代
な
ど
を
含
み
ま
す
。
ま
た
時
間
的
・
精
神

的
コ
ス
ト
と
は
、
店
舗
に
移
動
し
た
り
実
際

に
買
い
物
を
し
た
り
す
る
た
め
の
、
時
間
や

精
神
的
負
荷
を
意
味
し
ま
す
。

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
実
際
に
支
払
っ

た
金
額
や
失
っ
た
時
間
で
は
な
く
、
顧
客
が

感
じ
る
料
金
や
時
間
、
精
神
の
負
担
感
と
い

う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
5
0
0
㎖
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
水
１
本
を
買
う
と
し
ま
す
。
ス
ー

パ
ー
で
買
え
ば
60
円
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
買
え
ば
1
1
0
円
。
Ａ
さ
ん
は「
50
円
の

価
格
差
は
大
き
い
の
で
、
ス
ー
パ
ー
で
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
水
を
買
お
う
」と
考
え
ま
す
が
、

一
方
で
Ｂ
さ
ん
は「
歩
行
時
間
と
レ
ジ
待
ち
で

余
計
な
時
間
が
か
か
る
の
は
嫌
だ
か
ら
、
価

格
は
高
い
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
水
を
買
お
う
」と
考
え
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
料
金
や
時
間
、
精
神
面
の
コ
ス
ト

に
対
す
る
評
価
は
、
あ
く
ま
で
顧
客
の
感
じ

方
次
第
な
の
で
す
。

業
界
の
環
境
が
成
熟
し
て
く
る
と
、
基
本

的
価
値
の
提
供
だ
け
で
は
差
別
化
が
難
し
く

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に

関
し
て
他
社
と
の
違
い
を
生
み
出
し
て
も
、
特

許
や
何
か
特
殊
な
要
素
が
な
い
と
、
す
ぐ
に

他
社
に
ま
ね
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
よ

り
一
層
重
要
に
な
る
の
が
、2
ブ
ラ
ン
ド
価
値
、

3
新
規
性
価
値
、
4
継
続
利
用
価
値
で
す
。

ブ
ラ
ン
ド
価
値

ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
信
頼
性
、
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
、
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
好
感
・
共

感
な
ど
に
関
す
る
価
値
の
こ
と
で
す
。
消
費

者
が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
買
う
時
点
で
品
質

や
機
能
な
ど
を
的
確
に
予
見
す
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
見
で
き
な
い
未

来
に
つ
い
て
、
消
費
者
は
ブ
ラ
ン
ド
を
信
頼

し
て
委
ね
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
小
売
業
に
限
ら
ず
ど
の
よ
う
な
産
業

で
も
、
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
信
頼
性
は
非
常

に
重
要
で
す
。ま
た
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
好
感
・

共
感
は
、
気
持
ち
と
い
う
面
で
も
消
費
者
に

付
加
価
値
を
与
え
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う

と
メ
ー
カ
ー
を
連
想
す
る
人
が
多
い
で
す
が
、

小
売
業
な
ど
に
お
い
て
も「
ス
ト
ア
ブ
ラ
ン
ド
」

と
い
う
も
の
が
存
在
し
ま
す
。ブ
ラ
ン
ド
は「
存

在
す
る
か
、
し
な
い
か
」と
い
う
よ
り
も
、
力

の
強
弱
や
質
の
違
い
と
い
う
見
方
を
し
た
方

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

新
規
性
価
値

企
業
・
ブ
ラ
ン
ド
・
商
品
・
店
舗
の
流

行
や
目
新
し
さ
な
ど
に
関
す
る
価
値
の
こ
と

で
す
。
日
々
の
生
活
に
対
し
て
変
化
や
新
し

い
刺
激
・
知
見
を
求
め
る
人
々
は
、
こ
の
新

規
性
価
値
を
重
視
し
ま
す
。
市
場
が
成
熟

し
て
く
る
と
、
業
界
や
商
品
に
対
す
る
顧
客

の
知
見
が
増
え
て
マ
ン
ネ
リ
感
が
生
じ
や
す

く
な
り
ま
す
。
特
に
感
性
を
刺
激
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
い
て
は
、
新
規
性
を
生
み
出
し
て

顧
客
の
好
奇
心
を
刺
激
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

継
続
利
用
価
値

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
や
会
員
特
典
な
ど
、
継

続
的
に
店
舗
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ

る
価
値
の
こ
と
で
す
。
経
済
的
価
値
の
ほ
か

に
も
、
い
つ
も
利
用
し
て
い
る
店
だ
か
ら
こ

そ
の
安
心
感
や
快
適
さ
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

新
規
性
価
値
と
は
対
照
的
に
、
利
用
す
る

こ
と
で
メ
リ
ッ
ト
が
上
積
み
さ
れ
て
い
く
価

値
で
す
。
継
続
利
用
価
値
が
高
ま
り
、
繰
り

返
し
の
店
舗
利
用
が
進
む
と
、
顧
客
の
習
慣

化
や
無
意
識
的
な
消
費
行
動
も
期
待
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

商
品
単
価
ア
ッ
プ
を
中
核
に

し
た
客
単
価
・
売
上
の
向
上

こ
れ
ま
で
に
説
明
し
た
６
つ
の
顧
客
価
値

要
素
が
、
ど
の
よ
う
に
商
品
単
価
や
客
単
価
・

売
上
に
影
響
し
て
い
く
の
か
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
ず
、
商
品
単
価
に
直
接
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
の
は
、「
商
品
価
値
」と「
ブ

ラ
ン
ド
価
値
」で
す
。

「
商
品
価
値
」に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お
り
、

品
質
や
機
能
、
形
態
、
デ
ザ
イ
ン
、
耐
久
性
、

納
期
、商
品（
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
）の
品
揃
え・

選
択
肢
な
ど
の
視
点
を
ベ
ー
ス
に
、
改
良
を

考
え
て
い
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
メ
ー

カ
ー
・
卸
・
小
売
業
な
ど
、
業
種
・
業
態
を

問
わ
ず
必
要
な
考
え
方
で
す
。
結
果
的
に
、

新
規
顧
客
の
開
拓
や
、
既
存
顧
客
の
リ
ピ
ー

ト
率
ア
ッ
プ（
期
中
平
均
購
入
回
数
ア
ッ
プ
）、

買
上
点
数
ア
ッ
プ
な
ど
に
も
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

「
ブ
ラ
ン
ド
価
値
」に
つ
い
て
は
、
最
初
に

「
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
信
頼
性
」を
高
め
、
次
に「
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
」、
そ
し
て「
ブ
ラ

ン
ド
へ
の
好
感
・
共
感
」を
高
め
て
い
く
こ
と

が
基
本
で
す（
図
3
）。
短
期
的
な
利
益
の
追

求
で
は
な
く
、
長
期
的
な
視
点
で
自
社
ブ
ラ

ン
ド
の
こ
だ
わ
り
・
生
き
方
を
考
え
、
経
営

者
の
強
い
意
志
の
下
で
社
内
外
へ
展
開
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

残
り
の
顧
客
価
値
要
素
を
見
て
み
る
と
、「
店

舗
利
用
体
験
価
値
」は
リ
ピ
ー
ト
率
ア
ッ
プ
や

買
上
点
数
ア
ッ
プ
に
効
果
的
で
あ
る
ほ
か
、

商
品
単
価
ア
ッ
プ
の
土
台
に
も
な
り
ま
す
。

高
い
グ
レ
ー
ド
感
の
店
舗
で
質
の
高
い
接
客

を
受
け
る
こ
と
で
、
顧
客
は
高
単
価
商
品
で

も
買
い
た
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

「
コ
ス
ト
」に
つ
い
て
は
、
顧
客
の
時
間
・

精
神
面
の
負
担
を
和
ら
げ
る
こ
と
で
、
商
品

の
単
価
ア
ッ
プ
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
は
、
ス
ー
パ
ー
と
比
較
し
て
も
明
ら
か

に
単
価
が
高
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
発
展
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
店
へ
移
動
す
る
時
間
や
、

商
品
を
探
す
時
間
、
レ
ジ
で
待
つ
時
間
な
ど

が
短
縮
さ
れ
て
お
り
、
買
い
物
に
伴
う
ス
ト

レ
ス
の
軽
減
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
E
C
も
顧
客
に
と
っ
て
の
大
幅
な
コ

ス
ト
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
新
規
性
価
値
」は
、
新
規
顧
客
の
獲
得
に

大
き
く
寄
与
す
る
ほ
か
、
商
品
単
価
ア
ッ
プ

に
も
プ
ラ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

「
継
続
利
用
価
値
」は
、
リ
ピ
ー
ト
率
ア
ッ

プ
に
大
き
く
寄
与
し
ま
す
。
た
だ
し
、
ポ
イ

ン
ト
値
引
き
な
ど
の
や
り
方
に
よ
っ
て
は
、

実
質
的
な
商
品
単
価
を
落
と
し
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
お
得

意
さ
ま
に
は
商
品
に
対
す
る
理
解
・
関
心
を

深
め
て
も
ら
い
、
本
物
が
わ
か
る
高
価
格
帯

商
品
ユ
ー
ザ
ー
へ
と
リ
ー
ド
し
て
い
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

最
後
に
、
企
業
の
変
革
を
阻
害
す
る
最

大
の
要
因
は
、
経
営
者
の
思
い
込
み
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
マ
イ
ン
ド
の
欠
如
で
す
。
将
来
に
向

け
て
、「
自
社
が
目
指
す
も
の
は
何
な
の
か
」

を
よ
く
考
え
、
目
的
・
目
標
実
現
の
た
め

に
戦
略
・
戦
術
策
定
と
社
内
外
へ
の
展
開
を
、

実
験
・
検
証
も
入
れ
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

経営トップによるブランド構築に向けた基本指針の発表

ブランド構築に向けた組織体制の立ち上げ

企業・当該ブランドを取り巻く外部環境・内部環境分析

現在の企業・当該ブランドのマーケットポジショニング分析

経営理念、コアコンピタンス
（顕在化されたもの、潜在的なものの両面）の確認、
自社の「ありたい姿」、企業としての「こだわり」の確認、策定

ブランドコンセプト
（ブランドターゲットはだれか、顧客にとってのブランド価値は何か、
価値をどのように提供するか：差別的優位性の確立）、
中期ブランド目標の策定、ブランド名、ロゴ、ブランドカラー、
ブランドメッセージ、イメージキャラクターの策定・見直し

ブランド戦略の策定
（顧客・チャネル選考、ＭＤ、
ブランドコミュニケーション）、
経営資源（予算）配分

策定・見直し

ブランドミッション
ステートメント、
ブランド管理ルール、
社内啓蒙と
社員教育方針の策定

ブランド戦術（ブランド戦略を具体的に展開したもの）の
策定・実行・評価
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